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鴎 包晶君

晴
天
に
恵
ま
れ
だ
去
る
竹
月
3
己
¥
大
洗
の
秋
の
ま
つ
り
¥

産
業
察
と
芸
術
文
化
祭
ガ
今
年
も
盛
大
に
開
催
さ
れ
¥
大
勢
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま
し
だ
。

つ
あ
な
た
の
膿
や
き
は
¥
大
洗
の
輝
き
で
す
。
し
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
に
¥
会
場
も
マ
リ
ン
ヲ
ワ
脇
の
む
場
に
移
し
て
行
わ
れ
だ
高

工
産
業
祭
は
、
「
ス
テ
ー
ジ
L

・
「
お
祭
り
L

・
寸
パ
ザ
|
ル
し
の
各
広
場

岳
に
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
ガ
用
意
さ
れ
、
人
邑
を
ひ
い
て
い
ま
し

疋。
な
か
で
も
¥
「
自
然
ガ
は
ぐ
く
ん
ぜ
茨
城
の
米
L

消
費
菰
大
事
業
の

一
胃
液
と
し
て
司
ガ
行
つ
疋
抽
選
会
で
は
¥
赤
玉
・
米
5
昭
入
の
袋
や

黄
玉
・
純
米
せ
ん
ぺ
い
一
箱
、
入
浴
剤
な
ど
の
賞
昂
を
¥
抱
え
て
帰

る
ニ
コ
ニ
コ
顔
を
横
目
で
売
な
ガ
ら
¥
長
い
人
の
列
ガ
で
き
人
気
を

呼
ん
で
い
ま
し
だ
。

ま
だ
、
か
わ
っ
疋
と
こ
ろ
で
は
¥
昔
な
つ
か
し
い
東
宏
会
の
焼
い

も
震
さ
ん
¥
高
工
会
膏
年
部
の
つ
き
芝
て
の
お
餅
屡
さ
ん
¥
子
供
だ

ち
に
人
気
の
ミ
ニ

4
駆
レ
i
ス
¥
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
号
で
の
場
内
一
問
問
、

な
ど
ガ
拐
評
の
よ
う
で
人
々
ガ
群
が
っ
て
い
ま
し
だ
。

さ
ら
に
¥
町
出
消
防
本
部
の
「
起
震
車
に
体
験
棄
車
を
し
て
み
よ

う
/
し
で
は
¥
こ
ど
も
達
に
少
年
消
防
7
ラ
ブ
の
白
い
ヘ
ル
メ
ッ
ト

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
大
喜
び
で
し
疋
。

こ
の
ほ
か
¥
ス
一
ア
i
ジ
広
場
で
は
、
可
愛
い
明
石
保
育
闇
児
の
パ

レ
ー
ド
や
磯
小
マ
チ
ン
ク
バ
ン
ド
の
演
奏
ガ
大
き
な
拍
手
を
浴
び

て
い
ま
し
E
。

活
気
に
満
ち
た
会
場
を
あ
と
に

¥
3分
ほ
ど
歩
い
て
文
也
セ
ン
タ

ー
に
移
動
す
る
と
、
こ
こ
で
は
¥
第
叩
臨
目
を
迎
え
だ
大
洗
町
芸
備

文
化
祭
ガ
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
定
。

展
示
の
部
で
は
¥
い
け
ば
な
¥
書
道
¥
美
術
¥
話
・
短
歌
・
俳
句
¥

写
真
¥
趣
味
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
皆
さ
ん
の
力
作
ガ
勢
揃
い
し
¥
発
表

の
部
で
は
¥
茶
会
¥
巴
本
位
舛
踊
¥
民
一
詰
・
民
舞
・
新
舞
踊
¥
音
楽
会
¥

ち
一
詠
艶
詰
舞
等
の
発
表
ガ
華
や
か
に
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
だ
。

釦
い
子
力
ら
高
年
寄
ま
で
の
み
な
さ
ん
は
¥
こ
の
一
年
間
の
努
力
の

成
果
を
選
時
な
く
発
揮
し
¥
地
域
文
化
の
受
涜
を
深
め
て
い
ま
し
定
。

な
あ
、
文
化
の
自
に
は
芸
文
祭
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
¥
席
上
¥
大

洗
町
の
文
化
功
労
者
と
し
て
¥
書
道
部
門
の
大
久
保
景
明
さ
ん
が
表

彰
さ
れ
疋
の
を
は
じ
め
、
別
掲
の
方
々
ガ
各
部
門
の
入
賞
者
と
し
て
、

知
事
賞
や
芸
文
協
会
長
費
を
受
賞
し
ぎ
し
た
。
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芸
術
文
化
祭
展
示
部
門
入
賞
者
向

大

洗

町

文

化

功

労

者

〔

寄

道

〕

大

久

保

景

明

〔
書
道
〕
知
事
賞
高
橋
昭
正
優
秀
賞
倉
持
早
留
、
高
柳
勝
寿
、
山
口
も

も
ゑ
、
団
山
淳
子
、
菅
原
栄
子
奨
励
賞
関
根
庸
盟
、
福
地
喜
子
夫
、
饗

場
久
男
、
鯉
糊
耀
子
、
今
関
す
ゑ
、
舟
橋
繁
、
磯
崎
美
恵
、
泊
中
く
ら
、

回
口
和
香
子
、
大
野
絢

〔
写
真
〕
知
事
賞
辻
彦
三
優
秀
賞
高
須
保
奨
励
賞
絹
針
弘
己
、
萩
原

保
、
倉
持
栄
保
、
長
沢
喜
代
次
、
飛
田
哲
男

〔
美
術
〕
知
事
賞
清
水
正
伸
優
秀
賞
橘
千
代
奨
励
賞
鰹
糊
潤
一
、
阿

部
二
三
子
、
回
口
繁
、
米
川
和
子
、
横
倉
ト
シ
、
木
村
伸
子

〔
短
歌
〕
知
事
賞
照
沼
と
よ
子
奨
励
賞
勝
山
一
美
、
三
村
住
江
、
川
崎

京
子
、
庄
司
千
代
子

〔
俳
句
〕
知
事
賞
加
藤
松
崎
十
士
口
奨
励
賞
岸
根
世
司
子
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引
引
お
む
れ
れ
川
町
引
七
七
七
引
引
引
ザ

清
兵
衛
さ
ん
は
、
そ
の
ご
功
績
に
よ
り
を
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
町
議
会
議
員

勲
六
等
に
叙
せ
ら
れ
、
単
光
旭
日
章
を
引
退
後
は
、
教
育
委
員
と
し
て
2
期
8

授

与

さ

れ

ま

し

た

。

年

を

努

め

ら

れ

て

お

り

、

そ

の

う

ち

7

関
野
さ
ん
は
昭
和
初
年
大
洗
町
合
併
年
の
関
大
洗
町
教
育
委
員
長
と
し
て
町

後
の
初
の
選
挙
に
お
い
て
、
地
域
住
民
教
育
行
政
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
、
教
育

か
ら
推
さ
れ
て
大
洗
商
議
会
議
員
に
当
文
化
の
向
上
に
多
大
の
貢
献
を
さ
れ
て

選
、
以
来
昭
和
田
年
ま
で
の

5
期
初
年
ま
い
り
ま
し
た
。
更
に
、
町
奨
学
生
選

の
永
き
に
わ
た
り
、
議
員
活
動
を
続
け
考
審
議
会
委
員
と
し
て
、
高
校
生
に
対

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
問
、
都
市
計
す
る
奨
学
資
金
支
給
制
度
の
運
用
に
積

画
促
進
特
別
委
員
長
の
要
職
を
就
か
れ
極
的
に
努
力
さ
れ
、
ま
た
、
こ
の
資
金

た
の
を
は
じ
め
と
し
、
日
年
間
引
続
い
調
達
の
た
め
私
財
三
百
万
円
を
寄
付
き

て
経
済
常
任
委
員
会
委
員
を
努
め
ら
れ
れ
る
な
ど
、
そ
の
功
績
は
誠
に
大
き
な

る
な
ど
、
高
還
な
政
治
信
念
を
も
っ
て
も
の
が
あ
り
ま
す
。

第228号 (2)

このたびの叙勲で当町から由口

さんと関野さんが栄えある叙勲を

受けられました。

お二万のこの栄誉は私達郷土の

誇りでもあり、衷Iむより敬意とお

祝いを申し上げ、併せて今後益々

のご活躍を期待して止みません。

口構輯騰に勲ìi欝親光~日間
関野瀬諜繍関r:融大韓離党脇田欝
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機程護軍

あおお平成2年12月5日

幻
世
紀
の
大
洗
を
託
す
議
要
な
大
洗

町
判
長
選
挙
及
ぴ
議
員
の
欠
員
に
伴
、
っ
、

大
洗
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙
が
、
去
る

日
月
日

a(日
)
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

選
挙
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

@
選
挙
当
日
の
有
権
者
数

一
五
、
七
五
五
人

(
男
七
、
七
六
七
人
)

(
女
八
、

O
八
工
人
)

O
大
洗
町
長
選
挙

繭
噛
投
票
人
員

二一一、

O
五
三
人

(
男
六
、
一
一
ニ
九
人
)

(
女
六
、
九
一
四
人
)

@
投
票
率

八
一
一
・
八
五
%

(
男
八

0
・
0
一
%
)

(
女
八
五
・
五
五
%
)

@
有
効
投
票

関
野
請
兵
衛
氏
(
八

大
洗
町
磯
浜
町
八
九

O
番
地

地
方
自
治
の
発
展
に
幅
広
く
貢
献

さ
れ
て
こ
ら
れ
た
、
元
大
洗
町
議
会

出

山
〔
品
士
口
氏
(
七
一
一
)

大
洗
町
磯
浜
町
四

O
一
番
地

一
二
、
八
七

O
禁

@
無
効
投
票

JI.. 

妻美

@
持
ち
帰
り

当
八
、
一
九
九

竹

内

四
、
六
七
一

佐

久

間

亨

(

無

新

)

O
大
洗
町
議
会
議
員
補
欠
選
挙

移
投
票
人
員

一
一
一
、
九
九
五
人

(
男
六
、
一
一
一
一
人
)

(
女
六
、
八
八
三
人
)

宏

⑧
投
票
率八

二
・
四
八
%

(
男
七
九
-
六
六
%
)

(
女
八
五
・
二
ハ
%
)

⑧
有
効
投
票

九
、
四
O
四
票

総
持
ち
帰
り

当四、六一一一一一一

小
野
瀬

当
日
一
一
一
、
八
九
五
‘

金

井
八
七
七

飛

回

、
五
八
七
票

田
票

喜

継

〈
無
前
)

勇

男

(
無
新
)

三長

2と
間

(
無
新
)

(
無
現
)

大競時

畏税徴駿
主義需輔砕す

平
成
2
年
税
務
功
労
者
表
彰
式
が
、

去
る
日
月
8
日
水
戸
県
税
事
務
所
で
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
席
上
で
、
大
洗
町
が
個
人
県
民

税
徴
収
優
良
市
町
村
と
し
て
、
県
税
事

務
所
長
よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

大
洗
町
の
個
人
県
民
税
は
、
年
々
徴

収
率
が
高
ま
り
、
他
の
市
町
村
の
模
範

と
し
て
評
価
さ
れ
た
た
め
表
彰
に
な
っ

た
も
の
で
す
。

こ
れ
も
、
町
民
の
皆
様
方
の
納
税
に

対
す
る
意
識
の
向
上
と
、
卒
先
し
て
納

税
さ
れ
た
事
と
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま

す。
税
は
、
地
方
公
共
屈
体
め
重
要
な
自

主
財
源
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
納
税
に
対
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
部
沼
翻
愚
組
既

一
噛

私
達
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
は
、

役
場
や
警
察
・
消
防
な
ど
公
共
サ
ー
ビ

ス
、
道
路
や
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
が

必
要
で
す
。

個
人
や
民
間
で
行
、
つ
に
は
閤
難
な
こ

う
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
施
設
の
繋
備
を
拐

当
す
る
の
が
、
由
や
地
方
公
共
団
体
で

す
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
必
要

な
資
金
が
、
私
達
の
税
金
で
す
。

今
年
も
、
水
戸
税
務
署
の
租
税
教
育

の
一
環
と
し
て
、
次
代
を
祁
一
う
中
学
校

の
生
徒
に
、
税
に
対
す
る
親
近
感
を
抱

い
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
「
税
に
関

す
る
標
語
」
の
募
集
を
行
な
っ
た
も
の

で
、
町
内
の
中
学
校
の
生
徒
よ
り

m点

の
応
募
が
あ
り
、
審
査
の
結
果
次
の
生

徒
の
作
品
が
入
賞
い
た
し
ま
し
た
。

O
水
戸
税
務
署
長
賞

住
み
よ
い
臨
本
を
築
く
定
め

税
は
鶴
<
舎
臼
も
ま
定

中
3
年

米
川
和
香
子

O
氷
戸
税
務
審
長
賞

税
金
ガ

詰
く
ら
の
昭
の
防
波
堤

ロ
月
4
白
か
ら
初
日
ま
で
は
人

権
遊
間
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
お
年
ロ
月
初
日

間
捺
連
合
総
会
で
「
世
界
人
権
宣

一
一
言
」
が
採
択
さ
れ
た
日
を
記
念
し

て
始
め
ら
れ
た
も
の
で
、
本
年
は

M
M
由
自
に
あ
た
り
ま
す
。

国
民
の
基
本
的
人
権
は
憲
法
に

よ
っ
て
保
障
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

人
権
遊
間
は
、
こ
の
基
本
的
人
権

を
よ
り
一
層
大
切
に
す
る
よ
う
改

め
て
考
え
て
み
る
た
め
の
週
間
で

す。
私
た
ち
の
社
会
に
は
、
自
己
の

権
利
・
利
益
の
み
を
、
王
張
し
て
他

人
の
立
場
を
か
、
え
り
み
な
い
と
い

う
自
己
中
心
的
な
考
え
や
行
動
に

よ
り
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

人
権
は
、
自
分
と
同
じ
よ
う
に

他
人
に
も
あ
る
こ
と
を
認
識
し
、

お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
、
え
て

豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
り
ま
し

ト
ゅ
よ
ノ
。

大
洗
町
教
育
長
の
回
日
常
士
口
さ
ん
科
教
育
研
修
セ
ン
タ

i
に
勤
務
し
、
社

が
、
勲
五
等
に
叙
せ
ら
れ
双
光
旭
日
章
会
人
の
道
徳
や
勤
務
の
意
識
調
査
、
学

を

技

与

さ

れ

ま

し

た

。

校

評

価

、

行

動

評

価

等

の

研

究

策

定

或

田
口
さ
ん
は
昭
和
お
年
大
賞
町
立
大
い
は
理
科
、
技
術
家
庭
等
の
研
修
講
座

寅
中
学
校
(
現
、
南
中
学
校
)
の
教
諭
を
設
け
担
任
教
諭
の
指
導
と
資
質
の
向

を
振
り
出
し
に
、
昭
和
弘
年
に
大
洗
一
上
を
留
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
再

中
の
校
長
を
勇
退
さ
れ
る
ま
で
、
出
年
ぴ
教
育
現
場
に
戻

η、
水
戸
四
中
校
長
、

の
永
き
に
わ
た
り
教
職
員
と
し
て
、
心
大
洗
一
中
校
長
と
し
て
手
腕
を
振
い
教

身
と
も
に
豊
か
な
児
童
、
生
徒
の
育
成
育
振
興
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、

に
努
力
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
昭
和
田
年
か
ら
は
、
大
洗
町
教
育
長
と

問
、
一
時
期
教
育
現
場
を
離
れ
県
立
教
し
て
、
本
町
の
教
育
行
政
に
尽
力
さ
れ
、

育
研
究
所
、
教
育
庁
指
導
課
、
沼
市
立
涯
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
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-
-
s
i
i
i
l
i
a
i
-
-
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
l
i
-
-，i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
i
L
 

大

難

関

盟

関

@

大

灘

間

議

議

議

集

効

投

票

鵡

事

岱

南
中

稲 2

閏年

雅

也

O
大
洗
町
長
賞

税
金
で

幸
せ
作
ろ
う
社
会
の
だ
め
に

南
中
3
年

久

野

道

子

お

ら

館ド
後

藤

亀

泉

選

手
繰
り
寄
す
大
虎
河
豚
の
酉
構
へ

明
神
町
小
松
崎
十
士
口

〔
評
〕
「
老
人
と
海
」
と
一
一
言
、
っ
映
画

が
あ
っ
た
。
あ
の
大
鮪
に
は
及
ば
ぬ

が
、
こ
の
虎
河
豚
も
な
か
な
か
の
大

物
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
一
句
の

中
か
ら
一
向
豚
の
奇
怪
な
面
貌
が
に
ゅ

っ
と
現
れ
て
読
む
者
を
驚
か
す
。
漁

の
手
腕
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
作
句
の

そ
れ
も
又
な
か
な
か
の
も
の
。

球
根
の
名
を
教
へ
つ
つ
札
付
け
る

新

町

岸

和

田

和

子

〔
評
〕
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
春
花
の

球
根
を
植
え
込
ん
で
い
る
。
小
さ
い

お
手
伝
い
さ
ん
が
手
一
元
に
ま
つ
わ
り

つ
い
て
、
こ
れ
は
何
ん
の
お
花
な
ど

と
開
い
て
い
る
。
一
つ
一
つ
了
察
に

名
を
教
え
て
や
り
な
が
ら
、
い
ち
い
ち

の
名
札
者
番
き
、
土
に
挿
す
。
冬
を

迎
え
乍
ら
、
想
い
は
遠
く
泰
に
在
る
。

小
さ
き
足
踏
ん
ば
っ
て
着
る
七
五
三

桜

道

真

由

静

子

〔
評
〕
可
愛
ら
し
い
小
さ
な
足
を
懸

命
に
踏
ん
ば
っ
て
、
宮
詣
り
の
精
着

を
着
せ
て
貰
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

混
み
合
っ
て
い
る
美
容
院
の
一
風
景

で
あ
ろ
う
。
付
添
っ
て
い
る
若
い
母

親
は
、
ハ
ラ
ハ
ラ
し
な
が
ら
も
、
美

し
い
色
彩
に
飾
ら
れ
て
ゆ
く
吾
娘
に

白
を
細
め
て
い
る
。

小
さ
き
旅
車
内
に
配
る
青
密
柑

明
神
町
小
松
崎
美
代

〔
評
〕
一
泊
ほ
ど
の
パ
ス
旅
行
で
あ

る
。
車
内
に
育
密
柑
が
配
ら
れ
、
カ

ラ
オ
ケ
も
始
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
走
り
の
密
柑
の
山
山
廻
る
頃
は
年

間
で
一
番
の
好
季
節
で
あ
る
。
車
問
密

柑
と
一
一
一
一
白
う
季
語
が
、
パ
ス
の
内
外
の

空
気
を
爽
や
か
に
物
語
っ
て
い
る
。

本由
子
イ共/、、
亡

角 き
一 娘

σ〉
霊主

前に
原垂
青書
嵐 ぐ

〔
評
〕
作
者
は
本
年
度
芸
文
祭
で
、

写
真
の
部
の
県
知
事
賞
を
手
中
に
し

た
。
そ
の
喜
び
を
芳
く
し
て
亡
く
な

っ
た
娘
と
共
に
し
た
の
で
あ
る
。
生

前
好
物
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
柚
子
が
、

庭
前
に
今
た
わ
わ
で
あ
る
。

木
洩
日
に
ひ
と
す
じ
落
葉
焚
く
壇

祝

町

今

川

良

〔
評
〕
落
葉
を
焚
く
。
務
棄
を
蜂
ら

せ
た
木
立
か
ら
洩
れ
て
く
る
初
冬
の

柔
か
い
尽
射
し
の
縞
を
縫
う
よ
う
に

し
て
、
一
筋
の
燈
が
立
ち
昇
る
。

と
れ
ぬ
こ
と
承
知
の
茸
山
に
入
る

大

賞

沼

山

佳

男

(
評
〕
腕
が
未
熟
で
採
れ
ぬ
の
か
、

山
が
荒
れ
て
い
る
の
で
、
と
一
言
う
こ

と
な
の
か
。
或
は
今
年
の
茸
の
不
作

を
嘆
い
て
い
る
の
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
節
と
も
な
れ
ば
、
茸
と
り
の
好
き

な
人
は
、
山
に
入
ら
ず
に
は
蔚
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
。

鹿
島
灘
真
白
き
フ
ェ
リ

i
秋
航
す

髭

釜

稲

田

官

問

穂

一
制
毛
の
雲
中
十
六
に
十
三
夜

髭

釜

川

上

弘

母
の
弾
く
一
一
一
味
に
月
影
十
三
夜

磯

浜

浅

見

道

子

天
高
し
国
家
試
験
の
終
り
た
る

磯

浜

浅

見

誠

外
人
も
や
が
て
踊
の
輪
に
入
り
ぬ

磯

浜

村

沢

み

ち

を

久
方
に
椎
の
実
の
味
た
し
か
む
る

明

神

町

田

中

勝

校

鯵
つ
ど
ひ
釣
師
の
集
い
肪
波
堤

明

神

町

自

国

一

郎

蝦
乞
ふ
離
村
の
老
母
軒
の
柿

磯

浜

谷

ひ

ろ

し

一
枝
の
金
木
犀
の
香
を
手
折
る

祝

町

今

川

う

め

問
問
研
の
煙
突
高
し
天
高
し

磯

浜

桜

井

政

官
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合
識
し
・
拡
が
お
じ
さ
ん

ヤ

イ大

..0.. 
Z玄

去
る
、
日
月
9
日
・
刊
日
の
両
日
に
、

「第
3
間
全
国
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
あ
し
な

が
お
じ
さ
ん
チ
ャ
リ
テ
ィ
!
大
会
」
が

大
洗
町
総
合
運
動
公
園
で
聞
か
れ
ま
し

た
。
こ
の
大
会
は
、
突
然
の
事
故
な
ど

で
親
を
亡
く
し
た
子
供
達
に
勉
学
の
夢

を
か
な
え
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
!
大
会
で
、
当
日
は
全
国
か
ら
約

制
名
の
ゲ
!
ト
ポ
ー
ラ
ー
が
集
ま
り
白

熱
し
た
ゲ

i
ム
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
会
場
に
設
け
ら
れ
た
チ
ャ

育
大
洗
田
l
タ
リ
i

ク
ラ
ブ
杯

争

奪

大

会

ま
た
、
叩
月
初
日
(
火
)
に
、
大
洗
町

総
合
運
動
公
習
で
大
洗
ロ

l
タ
リ

i

ク
ラ
ブ
主
催
に
よ
る
大
洗
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
杯
争
奪
ゲ

l
ト
ボ
j
ル
大
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。
当
日
は
と
き
お
り
雨

溺工産業祭の賑わい

が
降
る
・
中
、
大
洗
町
や
常
澄
村
よ
り
参

加
し
た
幻
チ

i
ム
の
皆
さ
ん
が
元
気
い

っ
ぱ
い
の
プ
レ

l
で
好
ゲ
ー
ム
を
展
開

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
の
一
日
を
満
喫
し

て
い
ま
し
た
。
尚
、
結
果
は
次
の
通
り

で
す
。優

勝
準
優
勝

三

位

長
寿
会
(
寺
釜
)

明
寿
会
(
明
神
町
)

角
寿
会
(
角
ご

福
券
会
(
常
澄
)

リ
テ
ィ

l
ボ
ッ
ク
ス
に
は
、
た
く
さ
ん

の
善
意
の
基
金
が
集
ま
り
、
(
財
)
交
通

遺
児
育
英
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

優

勝

明

光

チ

l
ム
(
茨
城
町
)

準
優
勝
ひ
ば
り
チ

l
ム
(
茨
城
町
)

第
三
位
石
崎
チ

i
ム
(
茨
城
町
)

川
川
福
寿
革
チ

i
ム
(
下
館
市
)

ムば第
Aa間
出

茨
城
県
選
手
権
大
会

去
る
叩
月
日
日
、
つ
く
ば
国
際
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
4
閤
茨

城
県
ゲ
!
ト
ボ

l
ル
選
手
権
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
大
洗
新
和
ク
ラ
ブ
(
中

央
地
区
優
勝
)
が
出
場
し
見
事
に
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
の
栄
冠
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

競
技
は
県
内
各
地
一
区
で
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
問
チ

l
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ

本
町
の
新
和
ク
ラ
ブ
は
閏
部
周
監
督
以

下
6
名
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
、
決
勝
戦

で
は
東
村
の
強
豪
チ

l
ム
本
新
と
対
戦

し
、
終
始
冷
静
に
戦
い
相
手
チ

l
ム
に

庄
勝
し
ま
し
た
。

。
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

一
回
戦

大
洗
新
和
ク
日

6
上
高
井
寿
会

ニ
回
戦

大
洗
新
和
ク
ロ

8
大
野
村
一

三
回
戦

大
洗
新
和
ク
日
日
伊
佐
津

準
決
勝

大
洗
新
和
ク
ロ

i
9馬
場
第
二

決

勝

大
洗
新
和
ク
日

i
7本
新

。
大
洗
新
和
ク
ラ
ブ
メ
ン
バ
ー(

敬
称
略
)

日
月
初
日
よ
り
大
洗
神
社
境
内
で
、

大
洗
菊
花
愛
好
会
(
会
長
・
海
老
沢

好
ご
会
員
日
名
に
よ
る
「
大
洗
菊
花

展
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
神
社
を
訪
れ

る
銃
光
客
は
す
ば
ら
し
い
懸
援
や
大
輪

の
花
に
思
わ
ず
足
を
止
め
見
入
っ
て
い

ま
し
た
。
今
年
は
、
例
年
に
な
く
夏
が

暑
か
っ
た
た
め
開
花
時
期
の
調
撃
が
大

変
だ
っ
た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
臼
の
た

め
に
1
年
間
丹
精
こ
め
て
脊
て
た
菊
の

大
輸
を
前
に
会
員
の
皆
さ
ん
は
思
わ
ず

笑
み
が
こ
ぽ
れ
ま
し
た
。

大

洗

町

長

賞

小

野

瀬

大

洗

町

議

長

賞

露

地

光

選監

松美和皇室
喜

吉枝雄道宏吉之

手督" 

田
部
関

萩

沼

関

根
萩

沼
石

塚

松

沢
雨

沢

房知

" " " " 
す
若
濃
チ

i
ム
か

健

勝

第
回
関
秋
季
町
民
野
球
大
会
が
、
去

る
刊
月
7
8
か
ら
日
月
訪
日
ま
で
の
各

日
曜
日
を
利
用
し
て
、
総
勢
同
チ

l
ム

に
よ
り
町
の
総
合
運
動
公
歯
グ
ラ
ン
ド

で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

最
終
日
の
日
月
回
目
は
、
準
決
勝
と

決
勝
戦
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
若
浪
チ

i
ム
が
5
年
ぶ
り
3
回
目
の
優
勝
を
飾

り
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

芳

浪

準

優

勝

フ

ィ

リ

l
ズ

一
二
位

I
D
C
フ
ァ
イ
ヤ

i
ズ

H

ト
リ
ア
エ

l
ズ

最
優
秀
選
手
賞
米
川
訓
生
(
若
浪
)

打

撃

賞

斉

藤

雄

二

(

若

浪

)

敢

闘

闘

賞

飛

田

久

雄

(
7ィ
リ

l
ズ
)

大
洗
町
教
育
長
賞

藤

大
洗
町
商
工
会
長
賞福

大
洗
町
叫
観
光
協
会
賞飯

茨
城
県
観
光
協
会
賞井

上

菊
ま
つ
り
実
行
委
員
会
賞

米

川

栗

俣

楽

団

莱鴨米杉清

沼

1券

回

英

島

主主幸敏文武

回

善晴勝正

宮山}I1]11 

進 lE

醸
a-

一麟鞠

ソ
フ
ト
探
ib-m倍率盤

台
レ
ッ
ド
フ
ォ
ッ
ク
ス
か

属

躍

勝

今
年
も
、
大
洗
町
綴
蓋
口
ソ
フ
ト
ボ

l

次

マ

月EL
 

寸
大
洗
ク
ラ
ブ
か

寵

勝

去
る
日
月
4
目
、
抵
気
圧
の
通
過
で

台
風
援
の
風
雨
の
中
、
町
の
総
合
運
動

公
園
体
育
館
か
ら
「
エ

l
イ
・
ソ
オ

l

レ
」
の
掛
け
声
と
子
供
達
の
歓
声
が
わ

き
お
起
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
頃
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
少

な
い
地
域
{
杢
縫
婦
人
が
一
向
に
会
し
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
相
互
の
親
睦

と
体
力
増
進
を
目
的
に
行
な
っ
て
い
る

第
四
間
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

で
す
。試

合
は
、
町
内
よ
り
9
チ
l
ム
が
参

加
し
て
、
-
回
戦
を
行
な
い

A
-
B
の

2
リ
ー
グ
に
分
け
て
行
な
っ
た
も
の
で
、

若
い
?
?
さ
ん
遠
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
好

プ
レ

l
・
珍
プ
レ
ー
が
続
出
、
親
睦
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

中
で
も
、
大
洗
ク
ラ
ブ
の
お
歳
の
?

?
さ
ん
は
実
業
団
ク
ラ
ス
の
カ
を
発
揮

し
て
、
大
洗
ク
ラ
ブ
の
連
続
優
勝
へ
の

原
動
力
と
な
っ
て
、
コ

i
ト
狭
し
と
活

躍
し
て
い
ま
し
た
。

?
?
さ
ん
達
に
と
っ
て
楽
し
い
秋
の

夫可茂美雄功行蔵夫

一
日
で
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔

A
リ

i
グ〕

優

勝

大

洗

ク

ラ

ブ

準
優
勝
オ
リ
ー
ブ
ク
ラ
ブ

一
一
一
位
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ

四

位

ア

ッ

プ

ル

ク

ラ

ブ

五

位

い

わ

ふ

ね

ク

ラ

ブ

〔

B
リ
ー
グ
〕

優

勝

若

葉

ク

ラ

ブ

準
優
勝
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ

一
二
位
明
石
ク
ラ
ブ

四

位

磯

浜

小

P
T
A

避
難
傍
年
畿
選
大
金

会

一

盟

薬

道

中

部

茨

城

町

・

美

野

里

町

・

内

原

町

・

友

部

町
・
勝
田
市
か
ら
別
名
が
参
加
し
、
臼

盟
関
の
わ
ざ
を
競
う
頃
の
わ
ざ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

第
5
回
大
洗
町
近
郊
少
年
柔
道
大
会
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
大
洗
町
柔
道
連
盟
、
三
催
)
が
、
去
る
(
町
内
の
入
賞
者
)

日
月
4
日
(
日
)
一
中
格
技
場
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
少
年
の
健
全
育
成
及
び
相

互
の
親
睦
を
図
り
、
技
術
の
向
上
を

g

的
に
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
町
外
の

ル
(
秋
季
)
大
会
(
金
井
勇
閉
力
会
長
)

が
、
去
る
9
月
日
白
か
ら
日
月
初
日
ま

で
の
期
間
、
毎
朝
一
中
グ
ラ
ン
ド
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

今
回
も
釘
内
9
チ
i
ム
が
参
加
、
リ

i
グ
戦
で
行
な
い
選
手
の
皆
さ
ん
逮
は

親
睦
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

試
合
の
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

優

勝

レ

ッ

ド

フ

オ

ツ

ク

ス

準

優

勝

寿

会

三

位

新

友

会

O
幼
年
の
部

準
優
勝
関
根
将
平
(
勝
武
館
)

O
小
学
一
年
生
の
部

優

勝

清

宮

貴

之

(

勝

武

館

)

O
小
学
一
一
年
生
の
部

準

優

勝

小

汚

茂

(

勝

武

館

)

O
小
学
一
一
一
年
生
の
部

優
勝
佐
久
間
賞
弘
(
勝
武
館
)

準
優
勝
米
川
幸
夫
(
大
洗
ク
)

O
小
学
四
年
生
の
部

優

勝

前

野

政

仁

(

大

洗

ク

)

準

優

勝

山

国

歩

(

H

H

)

O
小
学
五
年
生
の
部

優

勝

藤

本

和

博

(

勝

武

館

)

準
優
勝
鈴
木
徹
人
(
大
洗
ク
)

O
小
学
六
年
生
の
郊

優

勝

大

史

幸

三

(

大

洗

ク

)

贈〕〔寄

一大i先ライ

思
い
や
り
の
あ
る
温
か
い
明
る
い
社

会
づ
く
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
奉
仕
活
動

に
励
む
大
洗
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
山

一
戸
果
会
長
)
で
は
、
こ
の
た
び
結
成
部

周
年
を
迎
、
ぇ
、
そ
の
記
念
事
業
の
一
環

と
し
て
、
文
化
セ
ン
タ
ー
前
に
「
校
霊

桜
と
染
井
吉
野
桜
」

3
本
(
印
万
円
相

当
)
を
記
念
植
樹
し
て
、
町
に
寄
付
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来
年
の
春
に
は
、
美
く
し
い
花
を
咲

か
せ
て
役
場
や
文
化
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ

る
方
々
の
白
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

準
優
勝
福
田
直
男
(
大
洗
ク
)

O
中
学
生
一
年
の
部

優
勝
小
林
折
口
也
(
一

準
優
勝
小
沼
広
之
(
一

O
中
学
生
一
一
年
の
部

優

勝

石

崎

浩

司

(

一

O
中
学
生
一
一
一
年
の
部

優

勝

大

堀

竜

ニ

(

南

準

優

勝

国

山

竜

(

一

O
中
学
生
女
子
の
部

優

勝

高

梨

由

香

ご

O
中
学
生
田
体
の
部

優

勝

一

中

中中中中中中
)

(
大
洗
町
)

笥 』 守 二



盟
事
盤
欄

」
ハ
ハ
い
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

人
々
が
働
き
、
学
ぴ
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
を
楽
し
み
、
品
開
刷
い
寒
つ
ま
ち
。
ま
ち

は
人
々
の
生
活
の
場
で
す
。

い
き
い
き
と
し
た
、
ゆ
と
り
と
や
す

ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を
創
る
た
め
に
は
、

震
か
な
生
活
の
纂
盤
と
な
る
街
路
、
公

園
、
下
水
道
、
住
宅
な
ど
を
禁
備
す
る

と
と
も
に
、
ま
ち
の
主
人
公
で
あ
る
あ

な
た
自
身
と
自
治
体
が
『
わ
が
ま
ち
』

を
創
意
工
夫
し
て
よ
り
す
ば
ら
し
い
も

の
に
高
め
、
個
性
的
で
磁
力
あ
る
ふ
る

さ
と
と
し
て
の
ま
ち
を
創
っ
て
ゆ
く
こ
と

が
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
ま
、
ふ
る
さ
と
と
し
て
の
ま
ち
を

創
る
た
め
、
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の
姿

の
写
真
を
求
め
ま
す
。

@
テ
l
マ

ま
ち
の
表
情
や
、
ま
ち
を
舞
台
と
し

第228号 (4)t~ ら

体
協
ス
キ

l
教
室

畿
晶
棚
事
銅
器
轟
鵠
一
時

ス
キ
i
シ
ー
ズ
ン
到
来
、
蔵
王
の
銀

嶺
を
管
に
あ
な
た
の
シ
ュ
プ
ー
ル
を
グ

O
期
日
平
成
三
年
二
月
二
十
一
日

制
上
一
月
二
十
四
日
制

(
車
中
一
泊
)

山
形
県
蔵
王
ス
キ

i
場

二
万
九
千
円

四
十
名
(
定
員
に
な
り
次

第
締
切
)

貸
切
パ
ス
利
用

日
本
ス
キ
l
連
盟
公
認
指

導
員
が
指
導

あおお

O
場

所

O
参
加
費

O
人

員

O
乗

物

O
指
警
奥

平成21t12月5臼

O
申
込
先

@
天
野
洋
服
癌
(
新
町
)

宮
町
!
一
一
三
三
六

@
大
洗
プ
ロ
パ
ン
商
会
(
新
町
)

宮
町
!
三
三
四
O

@
関
根
理
容
庖
(
二
丁
目
)

宮

m
l一一一四九一一一

@
大
賞
茂
男
(
髭
釜
町
)

宮

前

l
一
九
六

O

@
関
根
正
彦
(
大
震
仲
宿
)

器
侃
二
ハ
五
一

@
藤
本
塗
装
庖
(
新
町
)

皆

目

l
一一六)二二一

@
鈴
木
(
教
委
事
務
局
)

宮

前

i
一
一
四
一
一

た
人
々
の
活
動
が
テ
!
?
で
す
。

O
送
り
先

〒
山
東
京
都
文
京
区
本
郷
2

1
口
l
u

広
和
レ
ジ
デ
ン
ス

鮒
日
本
交
通
計
画
協
会
内

「
私
の
ま
ち
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
」
係

O
締

切
平
成
2
年
目
月
末
日

(
当
日
消
印
有
効
)

O
発

表

平
成
3
年
6
月

O
サ
イ
ズ

白
黒
・
カ
ラ
l
プ
リ
ン
ト
(
ス
ラ
イ

ド
、
組
写
真
を
除
く
)
で
、
サ
ー
ビ
ス

判
以
上
回
ツ
切
ま
で
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
都
市
計
画

課
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

宮

町

ー

1
5
1
1
1
・
内
線
1
4

年
末
は
、
特
有
の
あ
わ
た
だ
し
さ
に

加
え
て
、
交
通
量
の
増
加
と
渋
滞
の
発

生
等
に
よ
り
イ
ラ
イ
ラ
も
高
ま
り
が
ち

そ
の
せ
い
か
、
交
通
事
故
が
一
段
と
多

く
発
生
し
ま
す
。

交
通
安
全
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
。

一
人
ひ
と
り
が
、
他
人
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
交
通
ル
!
ル
を
し
っ
か
り
と

守
り
ま
し
ょ
っ
。

。
欽
酒
運
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

酒
を
飲
ん
で
自
動
車
等
を
運
転
す
る

と
、
自
分
で
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
も
、

安
全
走
行
に
必
要
な
情
報
を
見
落
と
し

た
り
、
危
検
を
全
く
感
じ
な
い
な
ど
の

錯
覚
を
招
き
、
死
亡
事
故
を
は
じ
め
大

き
な
事
故
の
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

0

0
無
謀
遂
転
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

決
め
ら
れ
た
速
度
を
守
れ
ば
良
い
と

い
う
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
範
囲

平
成
一
一
一
年

大
洗
関
成
人
式
む
つ
い
て

来
春
開
催
い
た
し
ま
す
、
大
洗
町
成

人
式
の
該
当
者
は
、
昭
和
初
年
4
月
2

日
か
ら
昭
和
必
年
4
月
1
日
の
聞
に
出

生
さ
れ
た
方
で
す
。

現
在
、
町
外
へ
転
出
(
大
学
進
学
、

就
職
等
)
さ
れ
て
い
る
方
で
、
当
町
の

成
人
式
に
出
席
し
た
い
方
は
、
ロ
月
日

目
(
土
)
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会
教
育

係
(
宮
邸
1
2
4
4
2
)
ま
で
ご
連
絡

下
さ
い
。

な
お
、
成
人
式
案
内
状
(
ハ
ガ
キ
)
は

成
人
該
当
者
宛
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

大
洗
町
成
人
式

O
期

臼

平

成
3
年
1
月
日
目

(
成
人
の

B
)

受
付
午
前
9
時
却
分

式
典
午
前
日
時
1
日
時

大
洗
文
化
セ
ン
タ
ー

0
時
間

O
場
所

保健センター

だより

角-6区
なおゆき

石田尚之ちゃん
( 3歳 6ヶ月)

1 12 12 12 12 12 12 
俗月/ 信/ 
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巧ぷ

内
に
あ
っ
て
も
常
に
道
路
や
交
通
の
状
ト

況
を
見
極
め
、
危
険
を
予
知
す
る
な
計

ど
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
出
会
っ
て
も
什

適
切
な
対
応
が
で
き
る
運
転
に
努
め
ま
楚

し

よ

う

。

一

一

t

O
歩

行

者

は

疋

し

い

横

断

を

ノ

一

行

特
に
、
年
末
は
歩
行
者
も
、
つ
い
先
一
日
目

を
急
ぐ
余
り
、
急
に
道
路
に
飛
び
出
し
一

た
り
、
不
用
意
な
道
路
の
横
断
等
が
阿
国
，
f

立
ち
ま
す
。
歩
行
者
は
、
「
自
ら
の
安
剛
一

全
は
自
ら
の
手
で
」
を
合
一
言
葉
に
、
検
問

A
J

断
歩
道
な
ど
安
全
に
渡
れ
る
場
所
を
選
側
、
4

ん
で
正
し
く
横
断
し
ま
し
ょ
う
。
川
町
官

。

薄

暮

時

の

事

故

妨

止

を

/

同

化

薄
纂
時
や
夜
間
の
歩
行
者
は
、
運
転
機
文

者
か
ら
大
変
…
免
づ
ら
く
な
り
ま
す
。
外
洗

出
を
す
る
と
き
は
、
反
射
材
や
白
色
、
大

黄
色
等
の
明
る
い
色
を
身
に
つ
け
、
ド
ヘ
丘
一
一
一

ラ
イ
パ
ー
か
ら
目
立
つ
よ
う
心
が
け
ま

az--
、

し
ょ
、
7
。

H.2.11.17現在

開催日 勝始時間 催 事 名 喜善{農場所 催 事 i均 脅{ 

12月5例・町村 10: 00 皮革コート度不販売会 大会議室 ホンヤプフン主催の皮革コ ト販売会

6 B (木) 13: 30 小中学生演劇鑑賞のつどい ホ Jレ 大洗町教育委員会主催の町内中学生を対象にした演劇鑑賞会

7日(金) 10:∞/13:30 小 中 学 生 演 劇j鑑賞のつどい ホ Jlノ 大洗町教育委員会主催の町内小学生を対象にした演劇鑑賞会

11日(火) 10: 00 所得税青色申告決算書芸作成説明会 大会議室主 大洗町青色申告会主催の青色申告決算書作成説明会

16日(B) 14: 00 第16回大洗両等学校吹奏楽定期演奏会 ホール 大洗尚等学校吹奏楽部主催の第16回定期演奏会

21日(金) 9 ; 00 運転免許更新時議官ヨ会 大会議室 水戸地区交通安全協会主催の運転免許講習会

23日(日) 13: 00 ピ ア ノ ブす叉包 表 ぷ'"当Z、 ホール 中村まゆみ音楽教室主催のピアノ発表会

「
機
能
回
復
訓
練
」

※立三な催しのみです。詳しくは大洗文化センター岱66-2442へお問い合せ下さい。

午
前
の
部
訓
練
(
午
前
9
時
i
午
前
日
時
)

0
ロ
月

H
a樹

o
ロ
月
刊
日
口

μω

o
u月
幻
自
樹

O
U
月
目
白

ω

午
後
の
部
訓
練
(
午
後
1
時
1
午
後
3
時
)

O
M
月
日
日
制
専
門
療
法
士
来
所

訓
練
場
所
大
洗
町
保
健
セ
ン
タ
ー

訓
練
対
象
障
害
者
で
機
能
田
復
訓
練

を
必
要
と
す
る
者

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

善
意
の
寄
付

一
、
金
2
0
0
、
0
0
0
円

大
洗
町
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

石
井
藤
吉
郎
殿

(
町
民
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
親
善
ゴ

ル
フ
大
会
の
益
金
)

一
、
金
2
、
9
5
7
円

関
東
銀
行
大
洗
支
活
殿

一
、
金

i
o
o、
3
5
7
円

魁
船
団
暗
闇
特
急
グ
ル

i
ブ

昭
和
丸
船
団
殿

一
、
金
2
0
、
0
0
0
円

ウ
エ
ッ
ジ
サ
ー
フ
ィ
ン

ク
ラ
シ
ッ
ク
実
行
委
員
会
殿

一
、
金
3
0
、
0
0
0
円

水
一
戸
ヤ
ク
ル
ト
奴
売
側
殿

自I 名 金額

角 3の 2 12，500円

角 4 8，500円

角 5 28，100円

角 6 15，800円

前{主 1 16，000円

前住 2 19，500円

前f主 3 16，000円

原研住宅 20，500円

東北大寮 4，000円

神 山 10，000円

)11 口 6，500円

荒 ノ'口似ご、一 23，000円

j兵 欠 5，500円

古 宿 26，000円

上 宿 18，000円

中 宿 17，000円

下 宿 13，500円

矢 場 13，500円

子 拓 5，500円

松)11報国 11 ，500円

松)11第一 8，500向

松)11中部 7兎500円

松)11共励 6，000円

松)11第二 8，500円

大谷川 6，500円

!ilt 国 7，500円

町名 金額

寺 8 10，000円

寺 9 11 ，000円

寺 10 14，000円

寺 11 21，500円

寺 12 6，500円

舟 l 12，000円

舟 2の 1 12，500円

舟 2の 2 15，000円

舟 2の 3 10，000円

舟 3 20，000円

舟 4 13，000円

蔵 I 18，800円

蔵 2 14，000円

蔵 3 9，000円

蔵 4 12，100円

上 1 11，500円

上 2 12，000円

上 3 15，500円

中 1 15，000円

中 2 15，000円

j七 1 19，000円

北 2 14，000円

南 1 12，000円

F毎 2 12，500円

南 3 12，500円

角 1 16，000円

角 2 34，300円

角 3の 1 14，000円

町名 金額

オ<.15の 1 25，000円

永15の 2 17，000円

永16の 1 30，500門

永16の 2 28，000円

永16の 3 33，500円

君t 17 25，500円

ft 2 19，000円

豆f6 3 17，600円

重E 4 19，000円

苦言 5 16，500円

九-"'じp 6 14，000円

主E 7 16，000丹
zEじd 8 15，000円
zitb zs 9 14，000円

主610の 1 29，500円

主610の 2 27，000円

髭10の 3 15，000円

童三11の 1 31，000円

髭11の 2 33，500円

且-"'じ< 12 25，000円
五Jl'e.三三 13 11 ，000円

寺 1 12，500円

寺 2 11，500円

寺 3 14，000円

寺 4 9，000円

ミ子 5 12，500円

寺 6 12，000円

ミ子 7 11 ，000円

平成2年度

今
年
も
「
赤
十
字
社
費
増
強
運
動
」

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

毎
年
、
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ
て
町

民
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
が
、
四
月
1
日
現
筏
で
は
、

社
費
二
百
七
十
七
万
五
千
百
円
が
集
ま

り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
町
民
の

み
な
さ
ん
と
町
内
会
長
さ
ん
各
位
の
深

い
ご
協
カ
の
た
ま
も
の
と
、
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
社
費
は
、
災
害
救
護
・
身

体
障
害
者
の
援
助
、
青
少
年
の
健
全
育

成
な
ど
、
数
多
く
の
赤
十
字
事
業
に
使

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

社
費
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
町
内

は
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
未
整
理
の
町
内
が
若
干
あ
り

ま
す
が
現
在
も
運
動
期
間
中
で
す
の
で

震
ね
て
ご
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

中関報告 (12月 1日現在)

第警官事基00開
協力地臣室一覧

町名 金額

新 4 8，500円

新 5 16，500円

新 5の 1 18，000円

新 5の 2 10，500円

新 5の 3 25，500円

新 6 20，000円

新 7の 1 10，000円

新 7の 2 8，500円

新 7の 3 17，000円

新 8 14，500円

新 9 44，500円

新 10 12，000円

事行 11 13，000円

事青 12 11，500円

刀t 1 11 ，500円

君く 2 16，000円

氷 3 12，000円

氷 4 11，000円

氷 5 25，500内

永 6 14，000円

氷 7 19，000円

万t 8 17，100円

刀t 9 19，000円

永 10 31，800円

氷 11 15，500円

氷 12 14，500円

万く 13 40，500円

刀t 14 25，000円

町名 金額

{中 2 19，500円

f中 3 21，000円

f中 4 21，500円

ノ王立¥ l 15，000円

金 2 12，000円

金 3 16，500円

金 4 17，500円

金 5 20，000円

干兄 1 41，000円

子児 2の l 17，000円

祝 2の 2 23，000円

祝 3 14，000円

祝 4 31，500円

祝 5 21，300門

祝 6 6，000円

十兄 7 8，000円

干兄 8 9，500円

松ケ丘 1 23，500円

松ケ丘 2 23，000円

通 1 9，500向

i薗 2 24，500円

通 3 9，000円

新 1の l 11，500円

幸庁 102 5，000円

新 2の 1 8，000円

事庁 2の 2 5，000円

新 3の l 9，000円

新 3の 2 17，500円

町名 金額

明 1 19，500円

明 2 24，000円

明 3の上 16，500円

明3の下 9，100円

明 4 13，500円

明 5 23，500円

明 6 18，000円

明 7 24，000円

明 8の l 9，000円

明 8の 2 9，500円

明 8の 3 11 ，000円

明 9 18，500丹

司司 10 11，500円

日月11グ)1 37，000円

明日の 2 32，000円

東 光 台 50，000円

lの 1上 21，500円

lの 1下 19，000円

l の 2 19，500円

l グ) 3 15，000円

l グ) 5 9，000円

汐見ヶJ:i 13，000円

201…1 13，000円

201-2 15，000円

2 グ) 2 25，400円

2 グ) 3 31，100円

2σ) 4 12，000円

{中 1 9，600円




